
科目シラバス 年度

■科目基本情報

■科目詳細情報

第 17 週
作品発表およびアドバイス

作った作品の品評会

第 15 週
ミックスダウンとは(作図して可視化する)

作品を作る際の手順の仕方を可視化する

第 16 週
ミックスダウンの進め方

録音した音をSTEREO MIXまで行い最終レベル調整の方法

第 13 週
REC録音ソフトの使用(ProTools)

Protoolsの主要なコマンドや操作を学ぶ。

第 14 週
REC録音①(編集について)

ボーカルの収録/ノイズ除去

第 11 週
録音(レコーディング)回線表を作る

マルチマイクについて学ぶ。

第 12 週
録音・収録(Band/SOLO形態)

ベース・ギター・ピアノの収録について学ぶ。

第 9 週
MIXING CONSOLE⑥

BUS OUTについて、INPUT MIX→DAW→MONITOR MIXの接続

第 10 週
ドラムの収録

音の被り(kick/Sn/H.H/Tom/FTom/Top)について学ぶ。

第 7 週
MIXING CONSOLE④

AUXについて。音の流れとPRE・POST FADERについて学ぶ。

第 8 週
MIXING CONSOLE⑤

AUXについて。モニター送りとリバーブマシーンへの接続ができる。

第 5 週
MIXING CONSOLE②

チャンネルストリップについて学ぶ。HA,EQ,FADER,ASSIGNについて

第 6 週
MIXING CONSOLE③

MIC-MIXING CONSOLE-ACTIVE SPEAKERを接続、音出し

(マイク、RECコンソール、マイクスタンド)

第 3 週
レコーディングの基礎知識と使用機材の説明②

(Protools、RECコンソール、モニタースピーカー)

第 4 週
MIXING CONSOLE①

MIXING CONSOLEができることを紹介。各セクションの名称から学ぶ。

参考文献・資料 レコーディングミキシングの全知識

履修上の留意点 ProToolsを使用する

授業計画

第 1 週
オリエンテーション

レコーディング教科担当教員の自己紹介・学生の自己紹介

第 2 週
レコーディングの基礎知識と使用機材の説明①

100%

課題提出点60%、平常評価点40%で配分する。課題評価は授業内での課題(作品制作作品の提出)平常評価は受講態度、
学習意欲で判定する。

授業外における学修 特になし

教科書・教材 特になし

0% 課題評価 60% 平常評価 40% 合計

授業方法 実習室を使用して、録音に関する機材を用いながら実習形式でおこなう。

実務家教員による
実践的教育の内容

専門業界で使用する技術を課題に取り入れ、基礎知識・基礎技術を身につける。外部からプロのアーティストをお迎えし
楽曲のレコーディングを行う。演者とのコミュニケーションの取り方・接し方なども学ぶことが出来る

成績評価方法

筆記試験
定期試験 0%

筆記試験
小テスト 0% 実技試験

連携企業等

授業概要
レコーディングスタジオで業務をする上で必要な、マイクやオーディオケーブルの知識、操作方法や、マルチトラックレコー
ディングの基礎事項・技術、レコーディングミキサーの使用方法を実習形式により習得する。

到達目標
録音に関する基礎知識を習得し、その技術を駆使しレコーディングオペレーションを実行。アフレコ・アテレコ・BAND/楽器
演奏のマルチトラックレコーディングが行え、MIX・編集を行い作品を作る。

教員の実務経験 有：実務経験のある教員による授業科目 実務経験職種 レコーディングエンジニア

企業等連携授業 該当しない
職業実践専門課程
の企業等連携科目

前期

必修/選択区分 必修 授業形態 演習

担当教員 伊藤　直人

2025

科目名 レコーディングⅠＡ 科目コード B670

授業時間/週 3 時間/週 年次 1年 学期


